
白

鹿

置

物 目

壷数

址個
大
正
十
四
年
度

一
大
正
十
五
年
度

一三
井
八
郎
右
ェ
門

師

岡

田

生
徒
質
験
ノ
資
二
供
ス
ル
タ
メ
諸
所
ョ
リ
依
嘱
ヲ
受
ケ
製
作
二
従
事
シ
タ
ル

モ
ノ
ノ
中
重
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
拳
グ
レ
バ
左
ノ
如
シ

依
嘱
製
作
一
覧

品

受
託
年
度

竣
功
年
度

依

託

者

講数

授

島

田

佳
牟

起
作

松

岡

輝

夫
鐵
也

在
外
研
究
員
ノ
増
員
並
二
赦
官
ヲ
外
図
へ
派
遣
ノ
件
戸
立
町
仁
亨
這
〗
羞
繹

省

]

略。

工
藝
部
塑
造
敦
室
設
置
ノ
件

本
校
工
藝
部
卜
称
シ
居
ル
圏
案
科
金
工
科
錨
造
科
漆
工
科
ノ
各
學
年
生
徒
ニ

ハ
基
礎
数
育
ト
シ
テ
塑
造
ヲ
課
ス
ル
ノ
必
要
ア
リ
然
ル
ニ
適
嘗
ナ
ル
赦
室

ナ
キ
為
僅
々
銃
器
収
納
室
ノ
内
部
二
改
造
ヲ
加
ヘ
テ
候
二
充
用
シ
不
備
不
便

ヲ
忍
ビ
テ
爾
来
数
年
ヲ
紐
過
セ
ル
ガ
授
業
上
十
分
ノ
効
果
ヲ
収
メ
難
キ
遣
憾

ア
リ
因
ッ
テ
塑
造
赦
授
二
適
合
セ
ル
完
全
ナ
ル
設
備
ヲ
有
ス
ル
一
数
室
ヲ

新
築
ス
ル
ノ
必
要
ア
リ大

正
十
年
度
以
降
報
告
と
一

女
子
部
新
設
ノ
件
正
ぽ
同
文
に
つ
き
省
略
。

本
校
附
属
奈
良
研
究
所
設
置
ノ
件
戸
立
[
こ
咋
這

5
鐸
虹
浩
と
]

大
正
十
一
一一
年
度
以
降
報
告
と
一

陳
列
館
新
築
ノ
件
戸
ぽ
同
文
に
つ
き
省
略
。

雑
件

叙
正
六
位

叙
従
六
位

数数数数

授 授授授

長
原
孝
太
郎

小

林

萬

吾

水
谷

同

十
五
年
二
月
廿
四
、

）

年
同
月
二
十
八
日
ご
廿
五
日
官
報

せ
ら
る
。

〇
職
員
辟
令

大
正
十
四
年
十
二
月
二
十
三
日

テ
宜
地
教
授
法
視
察
研
究
ノ
為
本
年
度
五
月
十
五
日
ョ
リ
同
月
二
十
四
日
迄

十
日
間
教
授
一
人
助
教
授
一
人
之
ヲ
引
率
シ
京
都
、
大
阪
、
奈
良
ノ
ニ
府
一

縣
二
出
張
シ
テ
視
察
研
究
ヲ
為
サ
シ
メ
タ
リ

本
校
二
於
テ
ハ
生
徒
皆
通
學
ナ
ル
ヲ
以
テ
寄
宿
舎
二
閥
シ
テ
申
報
ス
ヘ
キ
事

項
ナ
シ

将
来
施
設
上
重
要
卜
認
ム
ル
件

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
記
事
抜
粋

巻

号

年

月

日

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
二
四
ー
八
。
T
．

一
五
•

三
・

一
八
〕

佛
閑
西
共
和
國
政
府
よ
り
阻
興
し
た
る
「
オ
フ
ヰ
シ
ェ
ー

・
ド

・
ラ
ン
ス
ト

リ
ュ
ク
シ
ョ
ン

・
ピ
ュ
プ
リ
ッ
ク
」
記
章
を
受
領
し
及
び
侃
用
す
る
を
允
許

大
正
十
五
年
一
月
二
十
二
日

花

盛

器

賞

牌

及

金

具

謡

虹

置

物

荘
氏
銀
製
壽
像

花

盛

器

鐘

訳

個

壺

個

煎四百爪
個五

個十個

壼

口

大
正
十
五
年
度

大
正
十
五
年
度

大
正
十
五
年
度

大
正
十
四
年
度

大
正
十
五
年
度

昭
和
元
年
度

同 同 同 同

教

授

藤

島

武

大
正
十
五
年
度

昭
和
元
年
度

農

林

省

曽中東農

根村京
林

増是市

吉公長省

井
上
勘
右
二
門

中

嶋

清

一

提

林

省
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雄
氏
等

大
正
十
五
年

四

月

第
一
日
四
月
十
四
日
（
水
）
午
後
七
時
三
十
分

東
京
騨
集
合

同
八
時
四

學
術
妍
究
の
為
和
歌
山
縣
へ
出
張
を
命
ず

本
年
の
修
學
旅
行

0
今
年
の
修
學
旅
行
は
四
月
の
十
四
日
か
ら
同
三
十
日
迄
と
確
定
そ
の
準
備

敦
育
と
し
て
二
月
二
十
五
日
に
正
木
〔
直
彦
〕
校
長
よ
り
一
般
概
念
に
就
て
講

話
あ
り
三
月
六
日
と
八
日
九
日
の
三
日
に
亘
り
約
九
時
間
闘
野
貞
博
士
の
建

築
（
各
時
代
の
特
長
）
に
就
て
の
講
話
あ
り
。

0
今
年
の
指
導
赦
官
及
職
員
で
確
定
し
た
の
は
矢
代
幸
雄
氏
坂
口
純
氏
和
田
季

奈
＿
艮
京
都
地
方
古
美
術
宜
地
見
學
旅
行
日
程
豫
定

数

授

六

角

注

多

一艮

但
往
復
共
五
日
間
の
事

同
學
術
質
地
指
導
の
為
神
奈
川
縣
へ
出
張
を
命
ず

年
同
月
十
六
日

學
術
研
究
の
為
京
都
府
大
阪
府
へ
出
張
を
命
ず

同

年

二

月

十

二

日

學
術
研
究
の
為
宮
城
縣
下
へ
出
張
を
命
ず

同

年

二

月

三

日

同
数
員
検
定
委
員
會
臨
時
委
員
被
免

〔月〕

年
同
年
二
十
三
日

数

授

白

濱

徽

助
教
授
中
野
繁
次
郎

但
往
復
日
間
の
事

数

授
但
往
復
共
一
週
間
の
事

津
田

畑

信
夫

助

教

授

保

之

但
往
復
共
一
週
間
の
事

十
分

第
二
日

第
六
日
十
九
日
（
月
）
法
隆
寺
中
宮
寺
（
法
輪
寺
、
法
起
寺
）

後
一
ー
一
時
十
一
分
法
隆
寺
騨
焚
同
四
時
三
十
四
分
櫻
井
騨
着
軽
鐵
に
て

初
瀬
着
初
瀬
町
井
谷
屋
旅
館
宿
泊

二
十
日
（
火
）
長
谷
寺

第
七
日

室
生
寺
宿
泊

同

第
八
日
同
二
十
一
日
（
水
）
聖
林
寺
（
文
珠
院
）
談
山
紳
社

寺
、
安
居
院
、
久
米
寺
）
橿
原
神
宮
神
宮
前
よ
り
電
車
に
て
奈
＿艮
ヘ

文
字
屋
旅
館
宿
泊

第
九
日
同
二
十
二
日
（
木
）
十
輪
院
（
極
架
寺
）
新
薬
師
寺
（
頭
塔
）
春
日

神
社
（
手
向
山
八
幡
）
同
旅
館
宿
泊

第
十

日

同

二
十
三
日
（
金
）
博
物
館
〔
同
〕
旅
館
宿
泊

第
十
一
日
同
二
十
四
日
（
土
）
午
前
八
時
十
五
分
奈
一
艮
騨
猿

同

大
野
寺

室
生
寺

蟹
渦
寺

岡
寺
（
橘大 午

同
騨
稜
車
（
姫
路
行
）

同
十
五
日
（
木
）
午
前
六
時
二
十
二
分
名
古
屋
騨
下
車

名
古
屋
騨
前
に
て
旅
行
隊
編
成
名
古
屋
離
宮
拝
観
（
七
ッ
寺
）
午
後
一
時

四
十
分
名
古
屋
騨
焚
車
（
鳥
羽
行
）
同
四
時

0
六

分

二

見

浦

騨

着

伊

勢
二
見
朝
日
館
宿
泊

第
三
日
同
十
六
日
（
金
）
内
宮
、
外
宮
参
拝
（
徴
古
館
）
午
後

0
時
十
七

分
山
田
騨
焚
（
湊
町
行
）
同
四
時

0
六
分
奈
艮
騨
着
奈
＿艮
市
公
園
内

大
文
字
屋
旅
館
宿
泊

第
四
日
同
十
七
日
（
土
）
興
福
寺
東
大
寺
同
館
宿
泊

第
五
日
同
十
八
日
（
日
）
不
退
寺
法
華
寺
（
海
龍
王
寺
）
西
大
寺
唐

招

提

寺

薬

師

寺

三

重

塔
、
東
院
堂
、
佛

足

堂

奈

一艮
縣
生
駒
郡
法
隆
寺

村
大
黒
屋
旅
館
宿
泊

奈
＿
艮
縣
宇
陀
郡

同
八
時
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助
教
授

建
築
學
研
究
ノ
為
滴
二
年
間
獨
逸
園
へ
在
留
ヲ
命
ス

除

服

出

仕

學

校

長

正

木

直

彦

水

谷

武

彦

同
學
術
研
究
ノ
為
岩
手
縣
下
へ
出
張
ヲ
命
ス

年
同
月
十
一
＿
一
日

〇
職
員
辟
令

大
正
十
五
年
三
月
四
日

分
第
十
七
日

同

数

授

但
往
復
共
五
日
間
ノ
事

萬
福
寺

津
田

解
散

信
夫

桃
山
御
陵
参
拝
（
御

東
京
騨
着

平
等
院
（
興
聖
寺
、
宇
治
紳
祉
、
橋
寺
）

香
宮
）
京
都
市
三
條
小
橋
布
袋
屋
旅
館
宿
泊

第
十
二
日
同
二
十
五
日
（
日
）
二
條
離
宮
京
都
御
所

神
社
）
修
學
院
離
宮
（
詩
仙
堂
）
同
館
宿
泊

第
十
三
日
同
二
十
六
日
（
月
）
桂
離
宮
西
本
願
寺
東
寺
同
館
宿
泊

第
十
四
日
同
二
十
七
日
（
火
）
午
前
八
時
出
装
三
條
橋
よ
り
京
阪
電
車
に

て

法

界

寺

醍

醐

寺

三
賓
院
（
伏
見
稲
荷
）

同

館

宿

泊

第
十
五
日
同
二
十
八
日
（
水
）
大
徳
寺
（
孤
蓬
庵
）
金
閣
寺
妙
心
寺

（
光
悦
寺
、
北
野
天
紳
、
仁
和
寺
）
廣
隆
寺
（
嵐
山
）

同

館

宿

泊

第
十
六
日
同
二
十
九
日
（
木
）
―
―
―
十
三
間
堂
（
智
積
院
、
高
豪
寺
）
京
都

〔知
〕

博
物
館
（
清
水
寺
、
聟
恩
院
、
南
輝
寺
、
黒
谷
員
如
堂
）
午
後
四
時
一
＿
一
十
二

京
都
騨
焚

三
十
日
（
金
）
午
後
七
時

仙
洞
御
所
（
下
鴨

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
二
五
I
-
。

T

．
一
五
•
四
・
十
二
〕

年
同
月
二
十
四
日

数
員
検
定
委
員
會
臨
時
委
員
被
仰
付

年
同
月
二
十
九
日

任
東
北
帝
園
大
學
事
務
官

年
同
月
―
―
-
+
―
日

依
願
免
本
官

東
北
帝
國
大
學
事
務
官

依
願
免
本
官

〇
赦
官
會
議
三
月
十
七
日
午
前
十
時
よ
り
會
議
室
に
於
て
本
年
度
學
年
末
に

於
け
る
生
徒
及
落
の
決
定
並
に
特
待
生
選
定
等
に
閥
す
る
件
を
議
す

本
年
の
特
待
生
（
年
級
は
前
年
の
も
の
）

日
本
甕

科

彫

刻

科

塑
造
部

森

村

行

雄

（

二

年

）

佐

藤

恒

三

（

三

年

）

名

古

谷

謙

一

（

三

年

）

平

松

豊

彦

（

四

年

）

川
郡

東

次

郎

（

三

年

）

松

山

兼

政

（

四

年

）

岩

田

覺

太

郎

（

四

年

）

彫

刻

科

木

彫

部

西

洋

聾

科

中

野

四

郎

（

三

年

）

泰
蔵
（
四
年
）

薫
（
一
年
）

島
村
三
七
雄
（
二
年
）

波
多
野
勝
好
（
三
年
）

矢
田
清
四
郎
（
四
年
）

山
口

高
橋建

築
科

中
川

＿
艮
一
（
二
年
）

梅
野
鐵
次
郎
（
三
年
）

教

授

（
元
本
校
書
記
）

同

（
會
計
主
任
）
書

叙
高
等
官
六
等

記

同 同

諧

〔所〕

第
二
部
部
服
ヲ
命
ス

師

高
村

足
立
芳
五
郎

光
雲

足
立
芳
五
郎

鈴
川

信
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西

洋

蓋

科
·…
…
•
•

一
五
：
…
…
•
O:
·
…

·
:
0
…
…
…

一
五

科
…
…
…
三
五
…
…
…

一
：
・
…
・
：
五
…
…
…
四

一

冬
近
し

村

娠

同

東

京

日

本

甕

同

石

川

科

名

本
科

選

科

特

別

學

生

計

幼

女

同

乙
枝

前
坂
順
三
郎

小

坂

勝

人

山
本

佐

賀

本
年
は
菌
卒
業
生
の
参
列
者
非
常
に
多
敷
な
り
し
は
悦
ぶ
可
き
事
な
り
。

卒
業
生
科
別
人
員

高
畑

南

都

三

題

二

不

退

寺

都
跡
村

同

山

岡

静

岡

以
上
三
十
九
名

卒
業
式

三
月
二
十
四
日
第
三
十
五
回
卒
業
證
書
授
典
式
を
本
校
大
講
堂
に
於
て
畢
行

す
。
式
次
第
例
年
の
如
く
午
前
十
時
新
卒
業
生
式
場
に
著
席
。
鈴
川
数
務
主
任

〔
マ
マ

〕

よ
り
。
式
に
閥
す
る
注
意
あ
り
。
次
で
職
員
也
卒
業
生
来
賓
の
著
席
せ
ら
る
4

や
、
正
木
學
校
長
の
式
辟
に
始
ま
り
各
科
純
代
に
卒
業
證
書
を
授
典
。
校
長
の

告
別
辟
。
文
部
大
臣
訓
辟
代
詔
。
卒
業
生
網
代
（
彫
刻
科
塑
造
部
山
本
稚
彦
）

答
辟
に
式
終
れ
り
職
員
及
新
卒
業
生
は
本
館
玄
闘
前
に
て
紀
念
の
撮
影
を
な

す
。

愛
禽
圏

同

村

上

英

夫

愛

媛

乳

牛

同

中

田

信

東

京

待

春

洛
外
早
春
（
京
都
八
瀬
）

同

中
尾

佐

賀

同

石

川

郊
外
風
景

林

同

宗

唯

富

山

會
田

健
吉
（
四
年
）

六
郎
（
四
年
）

工
藝
郡
一
年

中
島
正
雄
（
金
工
科
鍛
金
部
）

圏
案
科

高

橋

俊

輔

（

三
年
）

黒
田
千
吉
郎
（
二
年
）

羽
野
禎
三
（
四
年
）

金
工
科

柴
田

大
澤

留
吉
（
二
年
）

笠
間

小
川
金
重
（
四
年
）

窯
箕
科

田
中
平
八
（
一
年
）

昨
年
に
比
し
て
七
名
の
増
加
を
見
る

錨
造
科

八

井

孝

二

（
二
年
）

（純
）

黒
田

清
施
（
三
年
）

漆
工
科典

男
（
三
年
）

建
夫
（
三
年
）

八
田
辰
之
助
（
四
年
）

海
野

本
科

石
井

横
山

了

介

熊

本

彫
刻
科
可
塑
造
部
：
·
…
…

·
：
八
·
·
…1

0
:

…
…

•
O
…
…
…
一
八

木
彫
部
…
…
…
…
二
…
…
•
•
•
四
：
·
…
…
0
:
·…
…
…
六

科
…
…

．．．．．． 
二
…
…
…
〇
…
…
…

0
:・
…
…
・
：
ニ

科
…
…
…
一
―
…
…

・:
O
…
・
・
:
．．
 

0
:・
…
・
:
―― 

彫
金
部
：
・
:
・
:
・
：
四
：
・
・
:
．．
 
0
:・・・
:
 
．．
 
0
:・
…
…
・
：
四

金
工
科

一
鍛
金
部
：
…
…
…
二
…
…
…
一
…
…
…

0
…
…
·
…
•
•
三

錯

造

科

…
…
…
…
三
…
…
…

一
…
…
…
〇
…
…
…
…
四

漆
工
科
…
…
…
·
：
四
：

·
：
·
:

0
:
…

…

•

O
…
…
…
…
四

圏
盟
師
範
科
…
…

…

二
六
…
•
…

.. 
0:・
…
…

0
:・
…
…
二
六

合

計

：

・…
―
―
二
…
…

一
七
…
…
…
五
…
・：
ニ
―
-
四

昨
年
よ
り
一
二
十
名
噌
加

〇
卒
業
生
姓
名
及
卒
業
製
作
目
録
（
席
次
イ
ロ
ハ
順
）

霊

科

谷
山
寅
之
助

蔦
一

本

圏

案

建

策
日
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馬
上
逍
遥

遊
び
疲
れ
て

同

同

同

同

倉
垣

楠
本

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ソ
弾
け
る
人

同

同

黒

田

辰浦
繁雄 徳

宮

崎
兵

庫

化

粧

閏

中

同 同

同

丁

桁

鋪

同

衛

天

蹂

鹿
兒
島

髪
を
装
ふ

茶
色
服
の
女

同

同

同

同

母
と
兒

同

同

西
田

、
ー

IJ'~ 
和
田

渡
邊
武
比
古

片
居
木
＿
艮
三

恒
憲

義
雄

健
蔵

二郎
友
治巖

中
村

中
村

内
田

東

京

臥

女

富

山

娠

栃

木

千
字
文

同 同

同

李

済

稜

同

李

晒

圭

同

特

別

學

生

張

翼

静

物

同

同

竹
内

青

森

後

同

選

科

原

田

虎

猪

閥支 山支京朝京朝安朝東
東西畿 畿 北鮮
省那省那道鮮道鮮道平京

裸赤
衣
の
女

少支詔

書度

同

同

吉
田

北
海
道

同

同

山

内

貞

千

葉

同

同

金
子

新

潟

同

同

水

野

浦

兵

庫

女

同

同

埼

玉

同

同

二
宅

東

京

同

同

福

岡

女牧
草
地

女
と
本

裸

女

手
を
組
ん
だ
女

浴

同

同

谷

長
博

常
也

島

根

裸

罷

婦
女
椅
坐
像

牧

歌

青
布
を
細
ふ
女

婦

同

同

千

葉

同

同

喜
田

徳

島

同

同

北
海
道

浴
女
逹

少

女

同

同

奈

艮

同

同

滋

賀

同

同

神
奈
川

同

同

井
手

磯
野

林新
妻

正秀敏英無
浦智秋郎夫夫一

千

葉

フ
ァ
イ
ヤ
ー
プ
レ
ー
ス
の
前

同

同

弘
吉

山

形

同

同

山

形

女

同

同

齋
藤

齋
藤

澤

健

太

郎

阪

本

靖

春三
五

種
臣

千

葉

察

ギ
タ
と
裸
女

同

同

揺

岡

裸

診

自

霊

像

本

科

禍

岡

風
景
（
相
洲
下
曾
我
）

洋

聾

西

科

同

静

岡

日

向

同

清
水

富

山

春

同

道
彦

憲
二

下
田
照
太
郎

水
谷

東

京

池 花
か
る
た

畔

同

橋

武

顕

東

京

同

五

味

幾

蔵

山

梨

支
那
服
を
着
た
女

夜青
い
壺
と
女

姉
と
弟

郊
外
に
て

白
布
の
上

奏婦

同

同

穴

田

石

川

合

同

同

後
藤

遠
藤

榮春
造8雄

東

京

同

同

禎

東

京

同

同

ニロ

善

雄

石

川

同

同

前
田

英
一

順
治

松
野
永
三
郎

利
三

鳥

取

同

同

大

阪

同

同

山
田

愛

知

同

同

山
田

新

洞
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立

女

選

科

大

橋

浦

東

京

同

雨
角

長

野

龍
樹
菩
薩

女
立
像

同

閥

谷

誠
充淳

栃

木

賓
石
箱

夏
、
文
房
具

同

宵

森

本

科

中

島

東

京

踊飾
置
時
計

同

飯
田
喜
代
鏡

不
二
男

重
治

雅
次

林手
塚

東

京

木

彫

郡

本
科

東

京

少

女

同

白

井

保

春

東

京

彫金

金

郡

坐
せ
る
女

習
作
、
肖
像

同

多
吉質

安
逹
貫
一

木
村
石
五
郎

三

國

疫

吉

青

森

工

同

宵

森

同

石

川

女
ノ
首
、
白
光

女
ノ
首

同

島

根

同

石

川

同

松
根

藤
澤

東

京

同

石

川

踊

同

愛

媛

同

誹
奈
川

女

性

同

倉

澤

羅

世

長

野

同

山

形

女

同

七
郎

池

祖

輝

治

本
保
外
次
郎

富
樫

政
人

渡

邊

弘

行

田
中
豊
一
＿
一
郎

山

本

稚

彦

有

馬

純

孝

島
津
一
艮
蔵

服
部
仁
三
郎

高

橋

三

平

牛
島

熊

本

同

東

京

習

作

同

岩

手

同

香

川

綺

絆

選
科

徳

島

同

上
田
幹
一

内
田
利
太
郎

小
池
福
太
郎

小

池

巖

小
松

榮

五

味

重

義

寺
前
為
一

宮
北

〔嗜

宮
澤
外
興
治

埼

玉

首

同

＂ 
京

者

同

東

京

腕
ノ
習
作
、
友
ノ
首

女
、
手

同

鹿
兒
島

同

貞

治

新

科

同

東

京

案

科

染
刺
繍
應
用
屏
風
圏
案

織
物
壁
張
圏
案

装
飾
紋
様
圏
案

更
紗
壁
掛
圏
案

装
飾
模
様
園
案

装
飾
模
様
圏
案

劇
用
各
種
園
案

舞
踊
室
用
壁
面
岡
案

染
織
應
用
壁
掛
圏
案
及
埴
輪
模
様
花
瓶

装
飾
繭
案

絨
耗
及
レ
ー
ス
卓
子
懸
圏
案

科

本
科

吉
村

武
樋

武

雄

山

ロ

女
ノ
首

同

東

京

闘

春
光
、
胸
像
、
首

腰
掛
け
た
女

同

香

同

東

川 京

建

市
民
會
館

工
場
地
に
建
つ
新
演
劇
研
究
場

同

藤

田

巌 進

東

京

本

科

山

下

愛

媛

踊

同

富

山

築

科

頭

像

自

像

同

松

原

重

正

富

山

彫

刻塑

造

部 科

本
科

新

褐

想

同

中

野

福

岡

鏡

水

同

高
見

嘉
重昂

富

山
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棚

閾
聾
師
範
科

就
職
學
校
名

岩
手
縣
女
子
師
範
學
校

北
海
道
札
幌
第
一
中
學
校

鹿
兒
島
縣
指
宿
中
學
校

奈
一
艮
縣
奈
一
艮
中
學
校

名
古
屋
市
立
第
一
高
等
女
學
校

蘇
濶
に
蹄
任
の
豫
定

千
葉
縣
佐
原
中
學
校

千
葉
縣
佐
倉
高
等
女
學
校

和
田

亘
理

弘〔節〕

有
飾

王

白

淵

保
坂

営
原

遠
山

遠
山

清
八 退

蔵
一艮平
・

0
新
入
學
生
本
年
の
入
學
志
望
者
は
本
科
五
四

一

人

選

科

三
八
人

特

別

學
生
二
二
人
岡
甕
師
範
科
一
七
五
人
合
計
七
七
六
人
で
其
内
か
ら
入
學
試
験

の
結
果
一
七
四
人
を
選
抜
入
學
を
許
可
さ
れ
た
人
名
左
の
如
し
。
（
姓
名
い

ろ
は
順
括
弧
内
は
入
學
志
望
者
敷
）

日
本
齋
科
第
一
年
（
五
三
）

昌
松

廣
隆

今
井

紳
内

正
芳

軍
一

命 坂
井

漆

柄
香
燻
（
登
附
）

怪
獣
文
盛
物
器

紐

箱
jヽ
 
ー

同

出

口

正

虎

福

岡

小
林

佐
藤

重
義

範
一

亨

穆

同

菊

地

菊

雄

福

島

同

磯
矢

張
間

喜

石

J 京

倉
田

本
科

陽

東

臼
田

朝
雄

三
郎

富
蔵

工

科

次
郎

錨
銅
手
燻

飾
壺
（
乾
坤
）

卓
上
電
灯
（
た
そ
か
れ
）

置
時
計

選
科

大

阪

中
居

氏
家

同

東

京

高
橋

同

香

JII 

天
井

本
科

橋

本

宣

安

横

山

勝

義

松
崎
福
一
三
郎

根
箭
忠
次
郎

香

川

谷

信
夫

陸
三

信
重

艮
次

錨

造

科

吉
野

證

鍛

童
話
的
電
氣
ス
タ
ソ
ド

閻
魔
王拝

選

科

大

塚

悌
二茂

組
吉

東

京

紳
田

同

東

京

金

部

本
科

南
齋

藤
本

山

形

兵
庫
縣
加
古
川
中
學
校

北
海
道
旭
川
師
範
學
校

大
分
縣
師
範
學
校

新
潟
縣
六
日
町
中
學
校

長
崎
市
立
高
等
女
學
校

兵
庫
縣
神
戸
第
二
中
學
校

富
山
縣
女
子
師
範
學
校

新
潟
縣
長
岡
女
子
師
範
學
校

山
形
縣
女
子
師
範
學
校

高
知
縣
高
知
城
北
中
學
校

兵
庫
縣
龍
野
高
等
女
學
校

愛
媛
縣
師
範
學
校

山
口
縣
師
範
學
校

病
氣
静
挫
中

岐
阜
縣
女
子
師
範
學
校

朝
鮮
に
蹄
任
の
豫
定

鹿
兒
島
縣
大
口
高
等
女
學
校

宮
崎
縣
師
範
學
校

景
山

濱
市

豊
秋

正
孝

渡
部
叉
一
三
郎

渡
郡
美
津
丸
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張

舜

大
和

松
田

小
山

荒
井

木
村

宮
下

森
田

卿

善

西
洋
聾
科
特
別
學
生
第
一
年
(
-
九
）

林

學

葉

仲

豪

磯
山

曾
根

駒
雄 正

倉
橋

岡

吉

村

順

佐

藤

誠

長田
曾代
根

琢捷賢鵠文義八
勝 郎 司孝郎雄男郎博

東宮佐手
田藤塚

博
人

一
郎敬

武
彦

義
雄

深
山

廣
澤

中
村

彫
刻
選
科
木
彫
部
第
一
年
（
五
）

壽
蔵

建
築
科
第
一
年
（
五
八
）

百
壽

宣
勝

古
厩

後
藤

安
部

坂
入

山

田

直

次

山
下

武
夫

俊
春

義
行

辰
雄

鎮
男環

中
村

國
枝

尾
田

門
井

壽

徳
永

大
貫

11
上
J
 

内
藤

村
上

周
末

松
三

圭
次憶

徹
之

小
原

渡
邊

谷
内

俊
夫

秀
夫

芳
夫

西 服
部

西
洋
董
科
第
一
年
（
二
八
三
）

直

輔

石

井

四

郎

三

保
祐

孝
親龍

原

鼎

新
原

正
義

俊
吉

雄
二

正一

力

壽

金

應

杓

彫
刻
科
塑
造
部
第

一
年
（
二
九
）

服

部

不

二

之

大

須

賀

緒

方

敏

雄

川

邊

中

野

右

左

人

中

澤

松

尾

二

兵

衛

古

賀

三

五

三

木

政
一

安
雄

勝
郎

凱
歌

彫
刻
選
科
塑
造
部
第
一
年
（
三
一
）

晃

金

武

朝

健

圭

治

野

々

村

一

男

虎

夫

古

屋

太

郎

勝

三

岸

崎

猪

之

助

彫
刻
科
塑
造
部
特
別
學
生
第
一
年
（
二
）

在

癸

金

斗

一

彫
刻
科
木
彫
部
第
一
年
(
-
五
）

石

崎

芳

夫

萩

原

省

三

辻

堂

善

次

郎

長

沼

孝

一

―

―

松

原

齋

藤

誠

一

潮
見

正
清明

米
原

白
土

田
近

野
木

近
藤

政
二

一
成

俊
雄

陳 津
島

矢
崎

阿
部

池
田

伊
勢

池
田

田
口
喜
典
志

次
郎要

八
木

後
藤
多
喜
夫

東

山

新

吉

三

浦

文

治

（巳〕

鈴
木
已
代
二

喜
田

申
吾

小
井
土
清
三
郎

宮

崎

有

昭

佐
土

森

哲
二

新
造

隆
司博

藤

川

武

夫

l

石
橋

細
谷

加
藤

椿

村
上

景
介

山
田

黒巽
田

吉
郎

逹
三

榮
三

石

川

大

助

小
野

静

雄

高

尾

貢

田

中

孝

奥
田

嘉太
治郎勝

橋

本

明

治

若

林

景

光

呉

占

金

培

悛
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岩

下

資

治

石
山
，
忠
夫

彼
谷

老
子

山
本

消
水

大
谷

鷲
田

織
田

内
島

恨
一

政
二

金
工
科
鍛
金
郡
第
一
年
（
三
）

孝

矢

部

園

士

金
工
選
科
鍛
金
部
第
二
年
（
三
）

健

一

―

―

秋

田

頼

一

郎

錨
造
科
第
一
年
（
七
）

秀

雄

金

山

智

宗

逹

次

近

藤

義

和

巖
漆
工
科
第
一
年
（
六
）

浦

浅

野

豊

圏
盪
師
範
科
第
一
年
（
一
七
五
）

金
工
科
彫
金
部
第
一
年
(

I

0
)
 

竹
内
元
之
助

福

田

隆

原

竹

男

安
部

田
中

武
雄

貞
世

湯
川

豊

内

藤

四

郎

後
藤
學
一

叙
従
四
位

（
各
通
）

鈴
木

五
郎

圏
案
科
特
別
學
生
第
一
年
（
一
）

順

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
二
五
ー
ニ

。

T
．

一
五
•

五
・

ニ
五
〕

〇
職
員
僻
令

大
正
十
五
年
二
月
十
五
日
（
四
月
七
日
官
報
）

叙
従
七
位年

三
月
一
日
（
四
月
十
日
官
報
）

同

数

授

和

田

英

作

数
授
岡
田
一
＿
一
郎
助

助

教

授

坂

ロ

李

石

闊

力

芥
川

茂
園
案
科
第
一
年
（
七
七
）

勝
雄

次
雄

滴
雄

猛
次

レ
']4

,
l
 

吉
雄

〔雄
三〕

三
雄

疋
田

郎

中
田

村
田

二
見

西
方

加
藤

高
橋

大
田

外
男

信
夫

4ヽ
"ハ

坪
井

洗
二

鶴
吉

源
治

河
野

村

上

一

雄

松

崎

愛

人

藤
本
多
賀
喜

志

賀

完

森

隆

太

郎

溜

鈴

木

清

本
年
は
入
學
後
疾
病
の
為
め
中
途
退
學
の
不
幸
者
を
減
ず
る
為
め
腔
格
桧
査

を

一
層
骰
格
に
し
た
。

〇
職
員
動
静

水
谷
武
彦
氏
の
出
登
在
外
研
究
員
と
し
て
建
築
學
研
究
の
為
め
ニ
ケ
年
間

獨
逸
へ
留
學
を
命
ぜ
ら
れ
た
る
同
氏
は
四
月
二
十
六
日
正
午
横
濱
出
帆
の
北
野

丸
に
乗
船
そ
の
途
に
上
ら
る
4

由
東
京
騨
出
稜
は
同
日
朝
。

繁
雄

留
三

太
郎

鮮 平 高 松
-井妻本

干己 巳
善 子 十
一雄光武郎清

山
田

中
村

岡
田

相
原

林太
田

苑

洪

甲

本

多

三

郎

加
藤
藤
三
郎

中

島

穣

山
下
大
五
郎

幅

井

望

宵

山

龍

水
辰
次

本
谷

腔
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本
校
講
師
を
嘱
託
す

學
術
研
究
の
為
繭
井
縣
へ
出
張
を
命
ず

本
校
生
徒
修
學
旅
行
に
付
三
重
縣
奈
一艮
縣
京
都
府
へ
出
張
を
命
ず

共
十
七
日
間
の
事

年
同
月
十
五
日

叙
従
一
二
位

同 同

國
有
財
産
監
守
者
を
命
す

特
旨
を
以
て
位
一
級
被
進

會
計
主
任
を
命
す

年
四
月
九
日

庸
治

但
建
築
科
製
園
賓
習
及
用
器
畳
法
授
業
揃
任
の
事

同
叙
動
六
等
賜
瑞
賓
章

年
三
月
―
―
-
+
―
日

依
願
解
雇

同

金
澤

元

赦

授

高

村

光

雲

助

手

赦
務
啜
託

雇

岩
崎

佐
藤

同 書

但
往
復

重
吉 巖

青

山

新

和

田

季

雄

學
術
賓
地
指
導
の
為
三
重
縣
奈
一
艮
縣
京
都
府
へ
出
張
を
命
ず
但
往
復
共
十

七
日
間
の
事

助

教

授

坂

口

数

授

但
往
復
共
一
週
間
の
事

記

筒

崎

年
三
月
二
十
七
日
（
四
月
二
日
官
報
）

屈

松
崎

島
田

純
謙
齋

正
則

佳
突

教

授

水

谷

鐵

也

同

（
各
通
）

東
京
市
立
京
橋
商
業
學
校
赦
諭
に
任
ず

年
同
月
二
十
三
日

書

金
工
科
躊
造
科
に
課
す
る
彫
刻
質
習
授
業
擦
任
を
命
す

同

京
都
府
技
師

本
校
生
徒
京
都
府
修
學
旅
行
に
付
臨
時
質
地
指
導
を
啜
託
す

奈
＿
艮
縣
技
師

岸

正
七
位
新
納
忠
之
介

本
校
生
徒
奈
一艮
縣
修
學
旅
行
に
付
臨
時
質
地
指
導
を
隅
託
す

年
同
月
十
九
日

學
術
宜
地
指
導
の
為
京
都
府
へ
出
張
を
命
ず
但
往
復
共
十
二
日
間
の
事

右
出
張
中
京
都
高
等
工
藝
學
校
及
京
都
箱
聾
専
門
學
校
に
就
て
視
察
調
査

東
京
府
へ
出
向
を
命
ず

年
同
月
廿
二
日

数

授

金
工
科
錆
造
科
に
課
す
る
彫
刻
質
習
授
業
擦
任
を
免
す

正
七
位
動
七
等

本
校
事
務
を
隅
託
し
會
計
掛
勤
務
を
命
ず

す
べ
し

同

教

授

森
田

高
村

豊
周 武

記

宮

本

純

足
立
芳
五
郎

水

谷

鐵

也

沼
田
勇
次
郎

書

記

宮

本

純

講

師

鈴

川

信

熊
吉

阪
谷
＿艮
之
進
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但
漆
工
科
漆
工
貢
習
授
業
援
任
の
事

正

八

位

宮

本

純

田

中

豊

蔵

教

授

島

田

佳

突

學
術
研
究
の
為
石
川
縣
へ
出
張
を
命
ず
但
往
復
共
六
日
間
の
事

同
叙
動
六
等
授
瑞
賓
章

年
同
月
三
十
日

同
文
庫
掛
を
命
ず

講
師
隅
託
を
解
く

年
同
月
二
十
六
日

任
東
京
美
術
學
校
助
教
授

錨
造
科
錨
造
宜
習
授
業
擁
任
を
命
ず

解
剖
學
及
西
洋
畳
宜
習
授
業
搬
任
を
命
ず

任
東
京
美
術
學
校
書
記

本
校
講
師
を
瘍
託
す

本
校
講
師
を
啜
託
す

但
中
央
亜
細
亜
美
術
史
授
業
擁
任
の
事山

崎
覺
太
郎

岡
案
科
圏
案
宜
習
鮨
業
援
任
を
命
ず

数

授

松

岡

輝

夫

講

師

森

田

書

記

雇

武

谷
本
千
代
雄

谷
本
千
代
雄

助

教

授

西

田

正

秋

助

数

授

高

村

助

数

授

森

田

豊
周 武

西

田

正

秋

本
校
事
務
を
啜
託
し
庶
務
掛
勤
務
を
命
ず

文
庫
掛
を
命
ず

梱
本
編
次
郎

山
崎
覺
太
郎

東
京
美
術
學
校
助
手
を
免
す

0
正
木
校
長
は
古
美
術
の
調
査
並
に
奈
一
艮
法
隆
寺
に
於
て
學
行
さ
れ
た
る
聖
徳

太
子
奉
讃
會
参
列
を
兼
ね
四
月
十
日
よ
り
同
月
十
四
日
迄
奈
一艮
縣
に
出
張
せ

ら
れ
た
り

0
大
村
数
授
は
今
回
文
部
省
の
承
諾
を
受
け
外
務
省
到
支
文
化
事
業
部
よ
り
旅

費
を
給
せ
ら
れ
約
一
ヶ
月
の
豫
定
に
て
支
那
古
美
術
研
究
の
為
め
四
月
廿
九

日
東
京
出
登
支
那
へ
出
張
せ
ら
れ
た
り
其
目
的
は
主
と
し
て
近
年
支
那
江

蘇
省
呉
縣
の
東
南
角
直
鋲
保
聖
寺
大
殿
（
梁
天
監
中
建
立
）
の
壁
上
に
於
て

痰
見
せ
ら
れ
た
る
唐
の
楊
恵
之
作
羅
漢
像
十
敷
謳
現
存
せ
る
を
宜
査
し
及
び

北
京
に
於
て
前
清
朝
尚
蔵
の
行
物
類
を
蒐
集
陳
列
せ
る
故
宮
博
物
院
を
観
究

し
て
其
列
品
に
就
き
研
究
す
る
に
在
り
其
旅
行
日
程
（
豫
定
）
の
概
略
は

左
記
の
通
な
り

一
四
月
廿
九
日
午
後
七
時
東
京
出
狽
、

三
十
日
神
戸
港
よ
り
乗
船
、
五
月
二

日
上
海
着

一
五
月
五
日
上
海
出
登
、
江
蘇
省
蘇
州
を
続
由
、

角
直
鎮
に
到
り
同
所
に
於

て
唐
代
塑
像
調
査
研
究
、
滞
在
凡
七
日
間
の
豫
定

一
五
月
十
二
日
角
直
鎮
出
痰
、
上
海
へ
蹄
着

一
五
月
十
五
日
上
海
を
出
焚
し
十
七
日
北
京
到
着
、
凡
七
日
間
滞
在
、
古
物

〔
宮
〕

陳
列
所
故
官
博
物
院
及
個
人
牧
蔵
品
見
學

一
五
月
廿
四
日
北
京
出
焚
、
天
津
よ
り
海
路
神
戸
に
至
り
五
月
廿
九
日
蹄
京

〔
マ
マ

〕

東
京
美
術
學
校
を
命
ず

助

手

臨
時
雇
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授

學
術
宜
地
指
導
の
為
京
都
府
大
阪
府
奈
艮
縣
へ
出
張
を
命
す

日
間
の
事

数

白

濱

徴

但
往
復
共
十

同
彫
刻
科
木
彫
部
に
課
す
る
塑
造
賞
習
授
業
換
任
兼
務
を
命
す

年
同
月
十
一
日

数

授

北

村

西

望

同
學
術
研
究
の
為
幅
島
縣
へ
出
張
を
命
す

年
同
月
五
日

数

授

白

濱

徴

但
往
復
共
日
間
の
事

同
第
五
回
朝
鮮
美
術
審
査
委
員
會
委
員
を
嘱
託
す

年
同
月
四
日

同
叙
動
六
等
授
瑞
賓
章

年
五
月
一
日

同
叙
従
三
位
特
旨
を
以
て
位
一
級
被
進

年
同
月
二
十
六
日

〇
職
員
辟
令

大
正
十
五
年
四
月
十
五
日

の
豫
定

数

授

結

城

貞

松

赦

授

松

岡

輝

夫

元

数

授

高

村

光

雲

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
二
五
ー
1

1

1

。
T
．
一
五

・
六

・
ニ
八
〕

同 同
任
東
京
美
術
學
校
書
記

會
計
掛
を
命
ず

年
同
月
廿
九
日

0
文
庫
掛
主
任
北
浦
〔
大
介
〕
書
記
は
四
月
三
十
日
付
東
京
府
よ
り
同
府
美
術

館
事
務
を
嘘
託
せ
ら
る

0
文
庫
掛
員
佐
藤
ッ
ル
氏
は
病
氣
の
慮
六
月
二
日
死
去
し
た
り

0
六
角
〔
注
多
良
〕
教
授
は
五
月
一
二
十
一
日
付
東
京
帝
図
大
學
よ
り
朝
鮮
平
壌

府
所
在
楽
浪
古
墳
痰
掘
品
調
査
を
啜
託
せ
ら
れ
又
朝
鮮
練
督
府
よ
り
も
六
月

五
日
付
楽
浪
漆
器
整
理
事
務
を
臨
時
頻
託
せ
ら
れ
た
り

0
小
場
〔
恒
吉
〕
講
師
は
朝
鮮
継
督
府
よ
り
縣
託
せ
ら
れ
た
る
古
蹟
調
査
委
員

の
用
務
に
依
り
四
月
八
日
出
焚
朝
鮮
に
赴
き
し
慮
五
月
一
日
蹄
京
さ
れ
た
り

0
大
村
〔
西
崖
〕
数
授
は
四
月
廿
九
日
出
稜
支
那
に
旅
行
の
虞
五
月
二
十
二
日

蹄
京
さ
れ
た
り
其
宜
地
調
査
せ
ら
れ
た
る
江
蘇
省
角
直
鎮
保
聖
寺
大
殿
壁

上
の
羅
澳
塑
像
に
開
す
る
傭
説
考
證
、
意
見
を
目
下
鋭
意
起
稿
中
に
て
其
撮

影
と
併
せ
て
近
々
出
版
公
表
せ
ら
る
4

由

〇
結
城
〔
貞
松
〕
数
授
は
本
年
朝
鮮
美
術
展
覧
會
審
査
委
員
を
同
総
督
府
よ
り

隔
託
せ
ら
れ
五
月
五
日
出
稜
朝
鮮
京
城
に
赴
き
審
査
任
務
を
了
し
穂
督
府
よ

同
學
術
研
究
の
為
千
葉
縣
へ
出
張
を
命
ず

年
同
月
舟
一
日

依
願
解
啜 年

同
月
十
四
日

講

師

伊

東

亮

次

助

数

授

田

邊

但
往
復
共
一
日
間
の
事

至

書

記

古

田

坂

松

古

田

坂

松

會
計
検
査
院
書
記

従
七
位
動
七
等
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東
京
美
術
學
校
名
誉
赦
授
の
名
稲
を
授
＜

同
大
阪
府
へ
出
向
を
命
ず

〔
月
〕

年
同
年
十
六
日

同
任
東
京
高
等
工
藝
學
校
助
数
授

年
六
月
十
四
日

〇
職
員
辟
令

大
正
十
五
年
五
月
三
十
一
日

従
三
位
動
二
等

助
教
授

同

高

村

光

霙

中
野
繁
次
郎

畑

宮
吉

保
之

學
術
研
究
の
為
石
川
縣
へ
出
張
を
命
ず

同

授

六

角

注

多

艮

但
往
復
共
一
週
間
の
事

数

學
術
研
究
の
為
千
葉
縣
下
へ
出
張
を
命
ず

年
八
月
十
六
日

助

数

授

和

田

但
往
復
共
三
日
間
の
事

季
雄

同
陸
叙
高
等
官
四
等

年
同
月
十
九
日

東
京
博
物
館
學
藝
官

講

師

中

田

俊

造

助

数

授

長

口

り
案
内
の
吏
員
を
附
せ
ら
れ
金
剛
山
に
登
攀
し
又
慶
州
平
壌
等
に
赴
き
古
墳

稜
掘
の
状
況
を
観
覧
し
五
月
二
十
八
日
蹄
京
さ
れ
た
り

0
伊
藤
講
師
（
龍
吉
氏
）
は
五
月
十
四
日
嘱
託
期
限
満
了
し
解
啜
と
な
れ
り

0
高
村
光
雲
先
生
が
老
齢
の
故
を
以
つ
て
先
般
教
授
の
職
を
辟
せ
ら
れ
た
の

で
、
學
校
の
彫
刻
開
係
の
者
が
此
の
期
に
一
度
寄
合
を
し
よ
う
と
云
ふ

こ
と
で

六
月
六
日
の
午
后
六
時
か
ら
伊
豫
紋
で
小
宴
を
催
し
た
。
来
り
會
す
る
者
、
高

村
光
雲
先
生
、
大
村
西
崖
氏
、
鈴
川
信
一
氏
、
沼
田
一
雅
氏
、
水
谷
鐵
也
氏
、

朝
倉
文
夫
氏
、
建
畠
大
夢
氏
、
北
村
西
笙
氏
、
開
野
聖
雲
氏
、
和
田
光
石
氏
の

〔マ

マ
〕

十
名
、
侍
る
者
十
敷
名
、
初
夏
の
夜
に
房
は
し
い
温
か
味
の
あ
る
ゆ
か
し
い
會

合
で
あ
っ
た
。

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
二
五
ー
四
。

T
•

一
五
・

九
・

ニ
八
〕

同

年
同
月
十
九
日

大
阪
府
立
夕
陽
丘
高
等
女
學
校
赦
諭
に
任
ず

年
同
月
廿
五
日

大
阪
府
へ
出
向
を
命
ず

年
同
月
九
日

但
往
復
共
十
日
間
の
事

除
服
出
仕

事
務
嘱
託

書

記

北
浦

足
立
芳
五
郎

大
介

同
陸
叙
高
等
官
一
等

年
七
月
三
日

東
京
―帝
國
大
學
教
授

講

師

開

野

貞

同
本
校
講
師
を
嘘
託
す

年
同
月
三
十
日

陸
叙
高
等
官
二
等

〔
願
〕

依
頼
解
獨

講敦

師授

久
米

同 同

但
工
藝
化
學
質
験
授
業
換
任
の
事

助
赦
授

岡
田
三
郎
助

揺
衛

長
口

宮
吉

中
野
繁
次
郎
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同 同

年
同
月
十
二
日

赦
員
椋
定
委
員
會
臨
時
委
員
被
免

0
正
木
〔
直
彦
〕
校
長
は
日
支
箱
畳
聯
合
展
覧
會
を
大
阪
市
に
開
設
せ
ら
る
4

に
関
し
七
月
六
日
よ
り
同
月
十
日
迄
同
市
に
出
張
せ
ら
れ
た
り

0
元
数
授
高
村
光
雲
翁
は
在
職
三
十
餘
年
の
功
績
に
依
り
本
校
名
誉
教
授
の
名

稲
を
授
け
ら
る
4

宜
に
本
校
最
初
の
名
餐
数
授
な
り

〔
マ
マ

〕

0
本
年
十
月
十
三
日
ョ
リ
同
月
二
十
三
日
に
至
る
十
日
間
本
校
に
於
て
文
部
省

主
催
の
圏
鵞
科
講
習
會
を
開
設
せ
ら
る
4

に
決
定
し
白
濱
〔
徴
〕
、
長
原

〔孝

太
郎
〕
、
矢
代
〔
幸
雄
〕
三
数
授
及
び
村
田
〔
良
策
〕
、
齋
藤
〔
佳
蔵
〕
雨
講

師
外
に
東
京
帝
室
博
物
館
鑑
査
官
溝
口
禎
次
郎
氏
は
七
月
十
三
日
付
執
れ
も

講
習
會
講
師
を
隔
託
さ
れ
た
り
其
の
擁
任
標
題
左
の
如
し

一
、
各
學
校
に
於
け
る
圏
甕
科
の
宜
際
（
八
時
間
）
白
演
赦
授

一
、
日
本
給
聾
史
上
に
於
け
る
重
な
る
作
品
（
八
時
間
）
溝
口
鑑
査
官

一
、
西
洋
檜
聾
史
上
に
於
け
る
重
な
る
作
品
（
八
時
間
）
矢
代
赦
授

一
、
美

學

及

藝

術

學

概

論

（

八

時

間

）

村

田

講

師

一

、

圏

案

と

装

飾

美

術

（

八

時

間

）

齋

藤

講

師

一
、
箱
聾
宜
習
（
木
炭
聾
、
油
箱
）
（
二
十
時
間
）
長
原
数
授

此
の
外
松
田
〔
義
之
〕
助
教
授
、
岡
〔
四
郎
〕
赦
務
獨
託
は
同
講
習
會
の
助

手
を
曝
託
さ
れ
噌
井
〔
兼
吉
〕
書
記
は
同
會
事
務
取
扱
を
啜
託
さ
れ
た
り
。

任
東
京
美
術
學
校
助
数
授

年
同
月
十
九
日

講

師

鈴

川

信

東
京
府
立
第
六
高
等
女
學
校

数

諭

高

橋

吉
雄

同
學
術
研
究
ノ
為
石
川
福
井
二
縣
へ
出
張
ヲ
命
ス

除
服
出
仕

同
稗
奈
川
縣
出
張
ヲ
命
ス

同

年

同

月

十

六

日

同

数

授

森

井

健

介

但
往
復
共
六
日
間
ノ
事

数

授

数

栃
木
縣
へ
出
張
ヲ
命
ス

諧

師

岡
田

授

書

記

谷

本

千

代

雄

助

手

新

但
西
洋
彫
刻
史
授
業
撥
任
ノ
事

〔科
〕

圏
聾
師
範
料
自
在
聾
及
手
工
授
業
擁
任
ヲ
命
ス

同

年

同

月

十

五

日

〇
職
員
辟
令

大
正
十
五
年
九
月
一
日

白
濱

青
山

助

教

授

高

橘

〇
沼
田
〔
勇
次
郎
〕
教
授
令
閾
千
代
子
様
九
月
十
日
永
逝
せ
ら
る

起
作

吉
雄

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
二
五
ー
五
。
T
．

一
五
•

1
0
·

二
八
〕

助
手
ヲ
免
ス

本
校
講
師
ヲ
騒
託
ス

年
同
月
十
七
日

但
往
復
共
一
日
間
ノ
事

大
正
十
五
年
度
文
部
省
視
學
委
員
ヲ
命
ス

数
員
検
定
委
員
會
臨
時
委
員
被
仰
付

年
同
月
十
八
日

年
同
月
二
十
九
日

沼
田
勇
次
郎 徴

第2章制度確立期 294 



同
東
京
美
術
學
校
雇
ヲ
命
ス

年
十
一
月
三
日

助

赦

授

坂

ロ

同

講

圏
壷
師
範
科
手
エ
（
漆
エ
）
授
業
捲
任
兼
務
ヲ
命
ス

年
同
月
三
十
日

師

村

瀬

健

雨

〇
職
員
辟
令

大
正
十
五
年
十
月
十
六
日

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
二
五
ー
六。

T
．
一
五
・
十
ニ

・
ニ
五
〕

雇

佐
藤

群
馬
栃
木
茨
城
三
縣
下
へ
出
張
ヲ
命
ス

群
馬
縣
桐
生
市
へ
出
張
ヲ
命
ス
但
往
復
共
三
日
間
ノ
事

o＿帝
國
美
術
院
ノ
委
員
ク
ル
小
林
〔
万
吾
〕
、
建
畠
〔
弥
一
郎
〕
雨
数
授
ハ
今

秋
ノ
同
院
美
術
展
覧
會
審
査
員
ヲ
命
セ
ラ
ル

文
庫
掛
ヲ
命
ス

學
術
研
究
ノ
為
長
野
縣
へ
出
張
ヲ
命
ス

同

山
崎
覺
太
郎

臨
時
雇
ヲ
命
ス

年
十
月
八
日

同

年
同
月
三
十
日

但
文
庫
掛
勤
務

記

古

田

腔
坂
松

重
吉

書

記

筒

崎

謙

齋

但
往
復
共
五
日
間
ノ
事

向

英

就

叙
従
四
位

同

（
各
通
）

大
阪
府
及
奈
一
艮
縣
へ
出
張
ヲ
命
ス

年
同
月
十
五
日

0
正
木
〔
直
彦
〕
校
長
ハ
正
倉
院
御
物
曝
涼
拝
観
ヲ
兼
美
術
二
闘
ス
ル
調
査
ノ

為
十
一
月
八
日
ョ
リ
同
月
十
四
日
二
至
ル
間
奈
一艮
縣
へ
出
張
セ
ラ
ル

本
校
設
置
記
念
式
及
勤
績
者
祝
賀
會
記
事

本
校
設
置
記
念
日
は
毎
年
十
月
四
日
に
し
て
営
日
記
念
式
を
皐
行
す
る
は
恒

例
な
る
が
本
年
は
校
務
上
の
都
合
並
に
正
木
〔
直
彦
〕
校
長
、
白
濱
〔
徴
〕
赦

授
外
三
名
の
勤
績
二
十
五
年
祝
賀
、
高
村
光
雲
翁
本
校
名
餐
教
授
と
な
ら
れ
た

る
を
祝
賀
等
併
せ
行
ふ
準
備
も
あ
り
て
十
一
月
四
日
（
木
曜
）
に
繰
り
延
ば
し

畔団
灯
す
る
こ
と
4
な
れ
り
。

十
一
月
四
日
は
前
日
来
の
秋
睛
積
に
て
好
天
氣
な
り
定
刻
（
午
前
九
時
）

職
員
七
十
餘
人
、
在
校
生
徒
の
内
四
百
除
人
、
校
外
卒
業
生
来
賓
八
十
餘
人
大

講
堂
に
参
集
著
席
す
正
木
〔
直
彦
〕
校
長
登
壇
し
て
記
念
式
開
會
の
辟
あ

〔授
〕

り
併
せ
て
高
村
〔
光
雲
〕
翁
名
誉
数
援
と
な
ら
れ
た
る
を
祝
し
並
に
自
己
及

ぴ
白
濱
〔
徴
〕
数
授
外
三
名
の
勤
績
二
十
五
年
祝
賀
を
兼
ね
行
を
意
味
を
述
べ

ら
る
次
に
高
村
翁
代
り
て
登
壇
し
名
魯
教
授
と
な
り
し
謝
辟
を
述
べ
次
に
本

校
職
員
厚
誼
會
を
代
表
し
て
正
木
校
長
に
到
す
る
祝
賀
之
辞
一
篇
を
朗
讀
さ

る
了
り
て
記
念
品
目
録
を
進
呈
し
校
長
之
を
受
ら
る
次
に
本
年
勤
績
滴
二

十
五
年
に
逹
し
た
る
左
記
四
先
生
祝
賀
の
式
あ
り
。

同

島

田

佳

突

赦

授

白

濱

徴

書

記

北

浦

大

介
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白

濱

徴

先

生

津
田
信
夫
先
生

千
頭
庸
哉
先
生

合

田

消

先

生

，

先
づ
校
長
よ
り
四
先
生
の
功
榜
を
述
べ
ら
れ
職
員
厚
誼
會
よ
り
賑
呈
す
る
感

謝
朕
及
記
念
品
目
録
を
順
次
に
交
付
さ
る
津
田
教
授
は
勤
績
者
穂
代
と
し
て

〔続
〕

謝
僻
を
述
ぶ
営
日
勤
績
者
の
首
席
た
る
白
濱
教
授
は
去
る
九
月
末
よ
り
病
氣

入
院
中
に
て
参
列
な
か
り
し
は
殊
に
逍
憾
に
感
ぜ
ら
れ
し
が
代
り
て
令
息
令
嬢

参
列
せ
ら
れ
令
嬢
（
十
五
歳
）
の
起
つ
て
壇
に
登
り
校
長
よ
り
授
け
ら
る
4
感

謝
状
及
記
念
品
を
受
領
せ
る
時
生
徒
席
よ
り
起
れ
る
拍
手
は
堂
を
憾
か
し
た

り。
右
了
り
て
正
木
校
長
は
本
日
の
記
念
式
並
に
祝
賀
式
に
到
す
る
一
場
の
感
想

講
話
を
半
時
間
餘
に
渉
り
て
演
述
せ
ら
れ
是
に
て
式
全
く
畢
り
直
に
餘
興
狂
言

〔洒
〕

の
開
始
に
遷
る
其
の
上
品
に
し
て
軽
妙
、
晒
脱
に
し
て
滑
稽
味
十
分
な
る
狂

〔
マ
マ

〕

言
振
に
は

一
同
腹
の
皮
の
撚
る
4

を
覺
え
ず
歓
笑
喝
采
裏
に
十
二
時
半
餘
興
終

り
を
告
げ
た
り
。

〔茶
〕

此
日
會
議
室
を
卒
業
生
束
賓
者
の
休
憩
所
と
し
て
荼
菓
を
饗
し
正
木
校
長
へ

贈
呈
す
る
記
念
品
の
内
製
作
済
の
も
の
又
は
半
製
品
を
陳
列
し
て
一
同
の
観
覧

に
供
し
た
り
賑
呈
品
は
飾
棚
並
に
飾
品
一
揃
に
し
て
之
に
箱
巻
物
壼
軸
、
霊

帖
壼
冊
を
添
ふ
本
校
職
員
が
各
一
品
づ
A

を
引
受
け
得
意
の
妙
腕
を
揮
ひ
丹

精
を
凝
ら
し
て
製
作
さ
る
A
も
の
な
り
全
郡
完
成
の
上
更
に
詳
細
を
記
載
し

て
狽
表
す
る
こ
と
4

せ
ん
。

又
此
日
の
午
後
五
時
よ
り
職
員
厚
誼
會
主
催
に
て
正
木
校
長
、
高
村
翁
、
勤

績
四
先
生
を
上
野
精
菱
軒
に
招
待
し
て
一
大
祝
賀
筵
を
開
く
こ
と
4

な
り
居
り

助
赦
授

講

師
同

]
赦

授

〔浩〕

在
京
の
卒
業
者
諸
氏
に
も
治
＜
賛
同
末
會
を
請
ひ
置
き
た
り
午
前
中
の
好
天

氣
は
午
後
に
至
り
て
曇
り
始
め
四
時
前
よ
り
小
雨
来
り
参
集
の
時
間
頃
に
は
可

〔続
〕

な
り
の
雨
天
と
な
り
幾
分
氣
遣
は
れ
し
に
も
拘
は
ら
ず
定
例
迄
に
は
績
々
と
し

て
精
養
軒
に
参
集
さ
れ
職
員
側
七
十
名
（
招
待
者
は
此
外
な
り
）
卒
業
者
側
百

餘
名
の
多
敷
に
逹
し
近
来
竿
な
る
大
祝
筵
開
か
れ
席
上
久
米
〔
桂
一
郎
〕
教
授

は
起
つ
て
厚
誼
會
を
代
表
し
て
述
べ
ら
る
4
所
あ
り
高
村
翁
、
正
木
校
長
も
迭

ひ
に
起
つ
て
謝
辟
を
述
べ
且
つ
趣
味
餓
き
一
場
の
談
話
あ
り
た
り
會
食
終
り

休
憩
室
に
て
各
自
懇
談
歎
語
を
交
へ
夜
の
深
く
る
を
知
ら
ず
和
氣
露
々
の
間
九

時
頃
散
會
し
た
り
。

祝
賀
之
辟

今
故
二
正
木
校
長
在
職
満
二
十
五
年
二
逹
セ
ラ
レ
本
日
ヲ
以
テ
其
祝
賀
ノ
式

ヲ
行
ア
ハ
職
員
並
生
徒
一
同
ノ
齊
シ
ク
観
喜
二
堪
工
ザ
ル
所
ナ
リ
回
顧
ス
レ

バ
貴
下
ノ
始
メ
テ
本
校
二
臨
マ
レ
シ
ハ
明
治
一
―
―
十
四
年
八
月
二
在
リ
営
時
本

校
創
設
後
十
餘
歳
二
過
ギ
ズ
校
運
未
ダ
全
ク
隆
昌
ノ
域
二
逹
七
ズ
乃
チ
其
改

〔進〕

善
推
歩
二
於
テ
貴
下
ノ
手
腕
二
竣
ツ
モ
ノ
固
ョ
リ
多
々
ナ
リ
ト
為
ス
貴
下
就

〔倦
〕

任
以
来
孜
々
ト
シ
テ
證
痒
倦
マ
ズ
明
敏
ノ
資
ヲ
以
テ
能
ク
美
術
界
ノ
趨
勢
ヲ
洞

涵〕

察
、
ン
内
ハ
則
チ
校
運
ノ
進
展
ヲ
園
リ
外
ハ
以
テ
耕
術
ノ
稜
揚
二
勉
メ
ラ
レ
タ

リ
今
ヤ
貴
下
ノ
訓
育
ヲ
受
ケ
タ
ル
卒
業
者
ハ
天
下
二
治
ク
シ
テ
美
術
界
ヲ
風

靡
｀
で
本
校
ノ
竪
名
ハ
遠
ク
海
外
諸
邦
二
聞
知
七
ラ
ル
、
二
至
ル
是
質
二
貴
下

廿
五
年
ノ
功
績
ヲ
明
證
ス
ル
所
以
ナ
リ
本
會
ハ
絃
二
聯
力
記
念
品
ヲ
阻
呈
、
ン

以
テ
深
謝
ノ
微
枕
ヲ
表
｀
ソ
貴
下
ノ
光
榮
ヲ
祝
福
ス

大
正
十
五
年
十
一
月
四
日

東
京
美
術
學
校
職
員
厚
誼
會

尚
ほ
高
村
翁
が
朗
誼
せ
ら
れ
た
る
正
木
校
長
祝
賀
の
僻
は
次
の
如
し
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同
學
術
研
究
ノ
為
大
阪
府
へ
出
張
ヲ
命
ス

年
同
月
二
十
九
日

同

数

授

津

田

信

夫

但
往
復
共
四
日
間
ノ
事

學
術
質
地
指
導
ノ
為
静
岡
縣
下
へ
出
張
ヲ
命
ス

年
同
月
―
―
―
十
日

（
各
通
）

〇
職
員
辟
令

大
正
十
五
年
十
一
月
二
十
六
日

惹
ヲ
表
ス

大
正
十
五
年
十
一
月
四
日

リ

榮
二

松

田

義

之

高

橋

吉

雄

但
往
復
共
一
日
間
ノ
事

同 数

授

助
教
授

平
田

昭
和

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
二
五
ー
七
。

S
・
ニ

・
ニ

・
一〕

数

白

濱

徽

貴
下
ハ
明
治
三
十
四
年
ョ
リ
東
京
美
術
學
校
二
奉
職
セ
ラ
レ
努
績
ヲ
積
｀
｀
、
以

テ
今
日
二
逮
ビ
勤
緞
満
二
十
五
年
二
逹
セ
ラ
レ
洵
二
欣
悦
二
堪
工
ザ
ル
所
ナ

依
テ
本
會
ハ
妓
二
祝
賀
ノ
式
ヲ
畢
ゲ
聯
力
記
念
品
ヲ
廂
呈
、
ン
以
テ
感
謝
ノ

東
京
美
術
學
校
職
員
厚
誼
會
長
正
木
直
彦

外
―
―
―
氏
の
分
は
同
文
な
る

に
付
省
略
す

授

代

表

高
村

叉
勤
績
二
十
五
年
の
四
氏
に
贈
呈
し
た
る
感
謝
欣
は
左
の
如
し

感

謝

状

印
光
雲

昭
和
二
年
一
月
七
日

金
工
科
勤
務
ヲ
命
ス

鎌
田
蒲
壽
治

學

校

長

直

彦

白
耳
義
闊
皇
帝
陛
下
ョ
リ
贈
典
・
ン
ク
ル
「
グ
ラ
ン

、
オ
フ
ヰ
｀
ン
ニ
ー
、
レ
オ

ボ
ー
ル
」
第
二
世
動
章
ヲ
受
領
及
ビ
侃
用
ス
ル
ヲ
允
許
七
ラ
ル

陸
叙
高
等
官
五
等

田
邊
孝
次
氏

一
月
十
七
日
サ
イ
ベ
リ
ア
丸
に
て
蹄
朝
せ
ら
る
石
田
英
一
氏

〔欧〕

は
三
月
二
十
八
日
横
演
出
帆
の
賀
茂
丸
に
て
渡
歌
せ
ら
る
A

由
（
文
部
省
在

外
研
究
員
）

〔教〕

軍
事
敷
練
査
閲

[教〕

本
校
に
軍
事
敷
育
が
始
ま
つ
て
、
山
ロ
―
二
少
佐
が
赴
任
さ
れ
た
の
は
一
昨

〔
昭
和
二
年
〕

年
の
春
だ
っ
た
。
去
る
二
月
二
日
に
そ
の
第
二
回
の
査
閲
が
本
校
校
庭
運
動
場

で
施
行
さ
れ
た
。

数
練
に
先
つ
て
九
時
頃
か
ら
會
議
室
に
査
閲
官
納
富
中
将
（
廣
次
）
副
官

學
校
側
か
ら
正
木
〔
直
彦
〕
校
長
鈴
川

冨信

一
〕
数
務
主
任
及
證
操
開
係
赦
官

等
會
合
山
口
〔
―
二
〕
軍
事
赦
官
か
ら
詳
細
な
る
報
告
（
計
盟
、
宜
施
並
に

同

（
各
通
）

東
京
美
術
學
校
助
手
ヲ
命
ス

年
十
二
月
二
十
二
日

同
叙
勅
五
等
授
瑞
費
章

年
十
二
月
十
日

同 同 数

授
講

師

大
島
勝
次
郎

津

田

信

夫

清

水

編

蔵

正
木

深
瀬

嘉
臣
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影
響
等
に
就
て
）
あ
り
数
練
に
移
る

各
本
科
一
年
並
師
範
科
一
年
は
執
銃
各
個
分
隊
赦
練

各
本
科
二
年
並
師
範
科
二
年
は
執
銃
帯
剣
各
個
、
分
隊
数
練

各
本
科
―
―
一
年
は
執
銃
帯
剣
分
隊
、
小
隊
密
集
、
戦
闘
赦
練

各
本
科
四
年
並
師
範
科
三
年
は
執
銃
帯
剣
各
個
、
小
隊
、
密
集
戦
闘
数
練

中
隊
密
集
数
練
を
行
ふ

各
年
級
共
先
運
動
場
の
北
端
に
南
面
し
て
集
合
山
口
少
佐
の
指
揮
の
許
に

校
長
及
査
閲
官
の
閲
兵
に
始
ま
り
約
四
五
十
分
宛
の
数
練
を
宜
施
す
分
隊
、

小
隊
の
指
揮
は
同
級
生
中
よ
り
特
に
軍
隊
生
活
の
罷
験
な
き
者
を

指

名

す

中

隊
赦
練
は
山
口
少
佐
自
ら
指
揮
せ
ら
る

数
練
を
終
り
た
る
後
各
年
級
共
學
科
の
詢
問
あ
り
副
官
は
絶
え
ず
列
中
の

生
徒
に
近
づ
き
學
科
的
質
問
せ
ら
る

正
午
終
つ
て
午
後
一
時
よ
り
再
び
査
閲
官
校
長
以
下
會
議
室
に
入
り
査
閲
官

よ
り
講
評
を
受
＜

尚
本

成
績
一艮
好
指
揮
者
の
態
度
及
列
中
生
の
侃
面
目
な
事
は
昨
年
と
は
全
く
異
り

國
家
の
軍
隊
と
し
て
も
犀
し
か
ら
ず
見
受
＜

〔
脱
字
〕

講
評
終
つ
て
よ
り
打
て
軍
事
赦
練
並
に
盟
育
燈
操
に
闊
し
及
び
そ
の
施
設

等
に
就
き
互
に
意
見
の
交
換
を
な
す

軍
事
赦
練
に
附
隧
し
て
本
學
期
中
に
本
科
四
年
及
圏
蜜
師
範
科
三
年
全
證
の

宜
弾
射
撃
演
習
を
行
ふ
筈

御
大
葬
に
開
し
て

二
月
七
日
御
大
葬
営
日
本
校
に
於
て
は
午
前
十
時
職
員
生
徒
全
部
大
講
堂
に

集
合
正
木
校
長
の
奉
悼
の
辟
あ
り
大
正
天
皇
御
員
影
に
最
後
の
御
拝
を
な

〔洩〕

す

営

日

は

屈

員
、
給
仕
、
小
使
に
至
る
迄
浅
な
く
御
拝
を
な
さ
し
む

森
芳
太
郎

校
よ
り
本
校
を
代
表
し
て
職
員
十
五
名
生
徒
五
十
名
二
重
橋
外
に
於
て
御
葬
儀

を
奉
送
す
又
校
長
以
下
相
嘗
資
格
者
は
或
は
葬
場
殿
に
先
着
或
は
二
重
橋
よ

り
供
奉
し
て
御
大
葬
に
参
列
す

関

連

事

項

①

写
真
科
廃
止
、
移
管

本
校
の
臨
時
写
真
科
は
小
川
一
真
を
代
表
と
す
る
写
真
業
界
、
正
木
直
彦
校

長
、
鎌
田
弥
寿
治
、
結
城
林
蔵
ら
の
努
力
に
よ
り
大
正
四
年
に
設
置
さ
れ
、
同

十
二
年
に
写
真
科
と
改
称
さ
れ
た
が
、
同
十
五
年
五
月
十
九
日
、
文
部
省
令
第

二
十
二
号
を
以
て
廃
止
さ
れ
た
。
そ
の
間
に
送
り
出
さ
れ
た
卒
業
生
は
四
十
七

名
で
あ
っ
た
。

写
真
科
の
東
京
高
等
工
芸
学
校
へ
の
移
管
、
教
官
の
異
動
に
つ
い
て
は
既
に

製
版
科
廃
止
の
項
で
述
べ
た
が
（
国
頁
）
、
移
管
の
経
緯
に
磋
鉄
が
あ
っ
た
た

め
、
同
科
が
本
校
に
存
在
し
た
期
問
の
後
半
部
は
運
営
が
変
則
的
で
あ
っ
た
。

即
ち
、
大
正
九
、
十
年
度
は
生
徒
を
募
集
せ
ず
、
同
十

一
年
度
は
募
集
。
同
十

二
、
十
三
年
度
は
募
集
せ
ず
、
同
十
四
年
度
は
募
集
と
い
う
具
合
で
、
同
科
廃

止
の
時
点
で
は
同
十
四
年
度
入
学
生
七
名
が
居
り
、
彼
ら
は
東
京
高
等
工
芸
学

校
印
刷
工
芸
科
写
真
部
に
編
入
さ
れ
た
。

教
官
の
異
動
に
つ
い
て
言
え
ば
、
製
版
科
廃
止
の
項
の
記
述
と
多
少
重
複
す

る
が
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

鎌
田
弥
寿
治

”
”
~
5
豆
酎
戸
虹
←
幻
〗
戸
叩
豆
立
佃
戸
呵
‘
写
真
術
担
当

留
任
し
て
金
工
科
、
鋳
造
科
の
工
芸
化
学
担
当
講
師
と
し
て
昭
和
三
年
一――

月
ま
で
在
職
。

教
授
、

工
芸
化
学
、
物
理
学
、
写
真
術
担
当
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